
ニャマ先生の online塾

中学公民　内閣の仕事

要点チェック（レベル１）

１国会と内閣の関係
日本では、内閣は国会の（1        )のうえに成り立ち、国会に対して（2            )
して責任を負う。このしくみを、(＊                 )という。

・内閣の生まれ方
・内閣総理大臣は(3       　　）
のなかから選挙で指名される。

・その他の大臣も
ぶんみん

文民（軍人でない
人）でなければならない。

・内閣をクビにする場合
内閣の行う仕事が信用できない場合、衆議院は(6               )を行うことができる。
可決されたら、内閣は(7           )するか、(8         　　　　　　)する。
内閣と国会はたがいに権力を抑制しあっている。

過半数、国務大臣、信任、総辞職、内閣不信任の決議、国会議員、議院内閣制、
連帯、衆議院の解散、

＊指名：内閣総理大臣や最高裁判所長官など官職にふさわしい人物を選ぶこと
　任命：指名された人物に、正式に官職の地位を与えること
　任免：任命したり罷免（クビ）にしたりすること
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・指名された後、内閣総理大臣は、
(4      　  )を任命し、内閣を組織す
る。
・４は (5        ) が国会議員でなけれ
ばならない。
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確認問題　                                          レベル１（国会と内閣の関係）
問１　国会が決めた法律や予算にもとづき、実際の政治を行う
      最高機関を何というか。
問２　内閣が国会の信任の上に成り立ち、国会に対して連帯し
　　　て責任を負うしくみを何というか。
問３　国会議員のなかから国会の決議によって指名される内閣
　　　の最高責任者を何というか。
問４　３が任命する内閣の構成員で、財務省などの省庁の長と
　　　なる者を何というか。
問５　４のうち、何人が国会議員でなければならないか。
問６　内閣の行う仕事が信頼できない場合、内閣不信任の決議
　　　を行うことができるのは、どこか。
問７　内閣不信任の決議が可決された場合、内閣がしなければ
　　　ならないことを２つ答えなさい。

２内閣のしくみと仕事
国会が決めた法律や予算に基づいて政治
を行うことを(1              )といい、その最
高機関が(2             )である。主な仕事は、
(3            )の作成、条約の(4                )、
政令の制定など。

・内閣は、首相ともよばれる(5  
　　　　　　　)と、５が任命した
(6        　         )で構成される。
内閣は(7       　     )で方針を決め、総
務省や財務省、外務省などさまざまな行
政機関を指揮・監督する。

・内閣の仕事
法律の執行 法律に従って政治をする

法律案も作成する
政令の制定 憲法と法律の規定を実施す

るために定める

(3            )の作成 政府の１年間の収入と支出
を見積もり、国会に提出

天皇の国事行為に、(8                                )を
与える

条約の(4             ) 外国と条約を結ぶ
条約の(5        　   )は国
会の仕事

最高裁判所長官を(9             )し、
ほかの裁判官を(10                 )する

ほか、行政の仕事の無駄をなくすために、(11                  )も進めている。

内閣総理大臣、行政、閣議、承認、任命、指名、内閣、行政改革、予算、締結、
助言と承認、
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確認問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レベル１（内閣のしくみと仕事）
問１　国会が決めた法律や予算にもとづいて政治を行うことを
　　　何というか。
問２　また１のの最高機関は何か。
問３　２は、国会が指名した内閣総理大臣とそのほかの何によ
　　　って構成されているか。
問４　２は、仕事の方針を決める際、何を開くか。
問５　２の仕事で、国の 1 年間の収入と支出の見積もりである
　　　何を作成するか。
問６　２の仕事で、外国と交渉をして結ぶ約束を何というか。
問７　２は、天皇の国事行為に対して何を与えるか。
問８　２が憲法や法律の規定を実施するために定めるきまりを
　　　何というか。
問９　２が最高裁判所長官を一人選ぶことを何というか。
問 10　また２はその他の裁判官に何を行うか。

要点チェック（レベル２）
１，行政と内閣
①行政
・行政：法律や予算にもとづいて国の政治を実際に進めること。
　　　　税金をあつめる、高速道路など公共施設の建設、年金など社会保障の運営
　　　　学校・研究機関などの運営管理、外国とのつきあい、自衛隊の運営、など

・(1      　   )：行政の各部門を指揮・監督し、法律で決められたことを実行する

・内閣総理大臣：１の長で、(2            )ともいう。国会議員のなかから国会が指名し、
　　　　　　　　天皇が任命する。
・(3                     )：１の構成員となるとともに、各省の長として行政を指揮・監督する。
　　　　　　　　内閣総理大臣が任命するが、その(4                   )が国会議員でなければな
　　　　　　　　らない。
・(5            　)：内閣総理大臣とすべての３が出席する会議。１の基本方針を決める。

②内閣のおもな仕事
・法律にもとづき、政治を進める
・(6             )や(7            )をつくり、国会に提出する
・法律を実施するために、(8            )を定める
・外国と(9             )を結ぶなど、外交関係を処理する
・最高裁判所長官の(10               )と、その他の裁判官の(11                )
・衆議院の (12              )と臨時国会の召集
・天皇の国事行為に対する(13              )と(14              )

予算、条約、閣議、政令、承認、指名、任命、助言、国務大臣、内閣、
解散、首相、過半数、法律案、
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２，国会と内閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レベル２のつづき
・国会と内閣の関係
内閣は国会の信任の上に成り立ち、行政権の行使にあたり、国会に対して(1             )して
責任を負う。このしくみを(2                           )という。

・新しい内閣をつくる場合
１，内閣総理大臣を(3                        )のなかから国会が指名し、天皇が任命する
２，内閣総理大臣は国務大臣を任命するさい、(4                 )が３でなければならない

・内閣をやめさせる場合
１，(5                 )が内閣不信任の決議をする
２，内閣は 10 日以内に (6                 )か(5                   )の解散を選択
３，６の場合、国会が新しい (7                          )を指名する
４，(5                   ) を解散した場合、40 日以内に総選挙が行われる
５，総選挙から 30 日以内に国会 (8                  )が召集され、新しい (7                    )を指名

３，行政の仕組みと問題
・国の行政機関：1府12省を中心に多くの機関が仕事を分担
・(9           )：国の行政機関と、都道府県や市町村の行政機関で働く人々
　　　　　　　　憲法には「全体の奉仕者」と定める

・行政権の肥大化：政治の範囲が大きくなり、行政の仕事が拡大
　→公務員の数や費用も増大。
・(10            )：機械的・形式的な行政を行う。制度や政策の本来の目的より
　　　　　　　　　　規則や前例を優先し、失敗や責任を回避する傾向のこと。
・天下り問題：公務員が退職後に関連する企業などに再就職する。

・２つの方針
　(11             )：国民の負担は軽いが、福祉やサービスも少ない政府
　(12             )：国民の負担は重いが、福祉やサービスは手厚い政府

・(13            )：行政を簡素で効率よいものに変えること。
　　公営事業の民営化
　　国の許認可権を見直して企業の活動範囲を広げる(14          )、
　　公務員の削減、など

国会議員、規制緩和、官僚主義、衆議院、議院内閣制、公務員、連帯、
行政改革、特別国会、大きな政府、過半数、内閣総理大臣、小さな政府、総辞職、
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基本問題（レベル３）　　　　　　　　　　　　　　　レベル３
１，次のカッコ内に当てはまる語句を書きなさい。余力がある人は国会も答えてよい。
内閣 国会

(1         )機関：実際の政治を行う 地位 国権の(　　 )機関：国民の代表
唯一の(     )機関：法律の制定

(2  　　         )(首相)：内閣の長
(3            )：各省庁の長など

しくみ (          )：定数465、解散あり
(          )：定数248、

・(4        )や法律案の作成
・(4        )や法律の実行
・法律を実施するための政令の制定
・外国と(5       )を結ぶ
・天皇の国事行為に助言と承認を与え
る
・最高裁判所長官の(6       )と
　その他の裁判官の任命

仕事 ・法律案の議決
・(4        )の議決
・内閣総理大臣の(        )
・(5        )の承認
・衆議院による(         )に対す
　る信任・不信任の決議
・(         )裁判所の設置
・両議院による(       )調査
・憲法改正の発議

２，次の問いに答えなさい。
１　日本で、国の行政権を担当する機関は何か。
２　内閣が国会の信任に基づいて成り立ち、国会に対して
　　連帯責任を負う制度を何というか。
３　大きくなりすぎた行政を整理・縮小し、効率化を図る
　　改革を何というか。
４　政府や地方自治体などが民間の経済活動に定めている
　　許可や免許制などを、緩和ないし廃止することを何と
　　いうか。

３，右の図を見て、次の問いに答えなさい。
１　右図のように、内閣が国会か
ら生まれ、国会に対して連帯して
責任を負うしくみを何というか。
（1                      )

２図中の（１）・（２）にあては
まる政治権力は、それぞれ何か。
(1           )(2            )

３　下線部 aのことを漢字 2字で
何というか。(3            )

４　図中(3)～(6)にあてはまる語
句を、次のア～エから選べ。
ア　指名　　イ　任命
ウ　解散　　エ　信任　(3       )(4         )(5        )(6        )
５　図中(7)にあてはまる語句を答えなさい。　(5             )
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４，右図を見て、次の問いに答えなさい。　　　　　　　　　　　　　レベル３のつづき
１　図中ピンク色で示した機関の長として、
指揮・監督する人を何というか。
(1                   )

２　１を任命するのはだれか。次のア～エ
から選べ。（２　　　　）
ア　国会　　イ　最高裁判所
ウ　天皇　　エ　内閣総理大臣

３　１の過半数は、どんな人物でなければ
ならないか、次のア～エから選べ。
（３　　　　　）
ア　衆議院議員　　イ　参議院議員
ウ　国会議員　　　エ　与党の議員

４　戦前の反省から、内閣総理大臣と１は
何でなければならないと規定されているか。
(4              )

５　４に当てはまらないのは、だれか。次
のア～エから選べ。（5       )
ア　現役の警察官　　イ　現役の自衛官  
ウ　現役の消防隊員　エ　引退した自衛官

６　次の仕事をしている行政機関を、図から選んで答えなさい。
・教育・スポーツ・文化の振興などを行っている　(                 )
・社会保障や雇用問題に取り組んでいる　（　　　　　　　　　　）

７　試験を受けて採用され、図の機関で働く人を何というか。(7              )

５，次の文を読んで、問に答えなさい。

　近年、行政の仕事の範囲が拡大して、しくみが複雑になり、かかる費用も増えてきた。
そのため、1980年代から a行政の仕事を整理・縮小する改革が行われてきた。その一環と
して、b国の仕事を民間に移すこと、c行政による許認可権を見直し規制をゆるめること
が行われた。しかし、自然災害や高齢化への対応など、行政の支援が不可欠なことがらも
多い。無駄をなくして（ 1 )化を進める一方、だれもが( 2 )なサービスを受けることが
できるようにしなければならない。( 3 )のように d高負担・高福祉の政府を目ざすのか、
( 4 )のように e低福祉・低負担の政府を目ざすかは、主権者である国民が決めていくこ
とである。

１　文中( 1 )～( 4 )にあてはまる語句を、次のア～エから選べ。
ア　公正　　イ　効率　　ウ　アメリカ　　エ　北欧
(1        )(2        )(3        )(4       )

２　下線部 a ～eを何というか。
(a            )(b          )(c           )(d             )(e              )
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